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令和８年度 事業計画 

 

 

１ 基本目標 

令和８年度は、次の４つの目標を掲げ取り組んでいきます。 

(１)  人材の確保・育成・定着とキャリアパスと「人づくり」 

(２) サービスの質の向上と業務の効率化の推進 

(３) 着実な事業実施のための経営基盤づくりの推進 

(４) 中長期計画５ヵ年計画の策定 

 

２ 重点取組みの概要 

基本目標に沿って次の取り組みを進めます。 

(１)  人材の確保・育成・定着・キャリアパスと「人づくり」 

① 人材確保 

・ハローワーク、ホームページ、新聞広告、ネット求人サイトなど各種媒体を

積極的に活用し必要な人材の確保を図っていきます。 

・また、職員紹介制度・入社お祝い金制度の活用と、併せて外国人介護人材の

確保も視野に入れた取り組みも進めていきます。 

② 人材の育成 

・外部団体が主催する各種専門研修会へ積極的に職員を派遣していきます。 

・内部勉強会や法人内委員会活動による専門知識向上の機会を広げていきま

す。また、協力医療機関並びに協力施設等との協力体制での研修強化に努め

てまいります。 

・介護業務に直接携わる職員のうち、医療・福祉関係の資格を有さない者につ

いて、認知症介護基礎研修受講を促進します。 

・障害福祉サービス部門におけるサービス管理責任者育成のため、受講要件を

満たす職員の研修受講を積極的に進めます。 

・資格取得に要する受講料や旅費等の助成や就業義務免除など、職員が資格取

得に積極的に取り組めるよう努めます。 

③ 人材の定着 

・賃金形態の見直し 

国が推進する「強い経済」を実現するための経済対策としての臨時の「職

員処遇改善緊急支援事業」を利活用し、職員の処遇見直し賃金の大幅な引

き上げを実施したところであるが、社会情勢や法人収支の状況も見据えて、

本年度は資格や業務に応じた賃金形態について検討していきます。 

・福利厚生の充実 

職員互助会への助成、衛生資機材の充実、被服の貸与、予防接種等の職

員福利厚生の充実を図っていきます。 



 

2 

・働きがいの持てる職場づくり 

   「やりがい」「働きやすさ」の両方を備えた職場にすることが大切と考え

ます。 そのために職員が日頃から抱えている不満や希望・意見を聴く機会

を設けるとともに、職員のコミュニケーション活性化、スキルや知識が身

につく研修の実施などに取り組んでいきます。 

ア.  アンケート及び個人面談等による職員の意識調査 

イ.  コミュニケーションの場づくりの推進 

ウ.  研修会の実施 

エ.  情報共有の徹底（管理者会議・事業所内会議等の適宜開催） 

④ キャリアパスと「人づくり」 

・働き方の価値観が変化し、多様化したことで、職員一人ひとりが主体的に

考え、「スキルの習得」「経験の積み上げ」将来どのようなキャリアを     

築くのかを職員のモチベーションを維持し離職防止につながるように「人

づくり」に寄与できるよう注力していきます。 

(２) サービスの質の向上と業務の効率化の推進 

① 個々のニーズに沿ったサービス提供の徹底 

利用者個々の健康状態・日常行動を的確に捉え、個々のニーズに沿った個

別支援（介護）計画を作成するとともに、利用者の情報を職員間で共有しあ

いサービス提供を実践していきます。 

② 事業所内勉強会の開催 

定期的に勉強会を開催し、利用者の食事や日常活動等について研究・検討し

実践に繋げていきます。また、サービスの質的向上及びリスク管理を職員間で

常に共有し実践していきます。 

③ 専門職による横断的な環境づくりの推進 

事業所間を超えて横断的で効果的なサービスが提供できるよう専門職による

業務の推進に努めつつ、サービスの質的向上と人材育成となる環境づくりを目

指していきます。 

④ 委員会活動の取り組みの徹底 

虐待防止、感染症の予防及びまん延の防止、業務継続計画（ＢＣＰ）の策定

などが義務付けされており、それぞれの「委員会の定期的な開催」、「指針の策

定」、「年 1回以上の研修」、「担当者の設置」について必要な対策を実施してい

きます。また、新入職員に対しては、入職時に各委員会等に関する研修を実施

していきます。 

ア.  給食委員会 

・利用者の嗜好や希望など給食の提供に関すること 

・委員会 ２回以上開催します 

イ.  虐待防止・身体拘束等委員会 

・虐待の防止及び身体拘束適正化に関すること 

・委員会 １回以上開催します  

・研修会 １回以上(GH２回以上)開催します  

ウ.  感染症対策委員会    
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・感染症の発生及び蔓延の予防など感染対策に関すること 

・委員会 ２回以上（障害 ４回以上）開催します   

・研修会 ２回以上（DSC  １回以上）開催します 

・訓 練 ２回以上（DSC  １回以上）開催します 

エ. 事故対策委員会 

・事故原因の分析及び再発防止策の検討など事故防止に関すること 

・委員会 １回以上開催します 

・研修会 １回以上開催します 

オ. 非常災害対策委員会   

・非常災害対策、ＢＣＰ計画に関すること 

・委員会 １回以上開催します 

・ＢＣＰ研修会 １回以上(GH ２回以上)開催します（感染対策と一体化） 

・非常災害訓練 ２回以上開催します（ＢＣＰ訓練との一体化） 

・ＢＣＰ訓練  １回以上(GH ２回以上)開催します 

⑤ 利用者の安全と快適な環境の確保 

安全で快適な環境の下サービスを利用できるよう、設備点検、避難訓練、利

用環境の整備を図ります。 

・利用空間の安全点検と美化（随時） 

・防火設備の点検（全事業所 ２回実施） 

・避難訓練の実施（全事業所 ２回実施） 

⑥ カスタマーハラスメント防止対策の推進 

職員を利用者・ご家族や取引先などからの暴行、脅迫、暴言、不当な要求

等の著しい迷惑行為（カスタマーハラスメント）から守るために、迅速かつ

適切に必要な相談体制を整備し、職員の業務意欲の低下や健康不良などに繋

がらないよう、職員への配慮の取り組みを推進していきます。 

また、利用者・ご家族や取引先との関係性を回復させることで安定したサ

ービス提供によう努めていきます。 

(３) 着実な事業実施のための経営基盤づくりの推進 

「着実で安定的な」法人経営に必要な自主財源の確保と実施体制の充実に努

めます。 

① 堅実な財務運営基盤の形成 

・事業ごとに数的目標を設定、目標達成に向けて取り組みます。 

・常に安定した利用者の確保を意識し、利入所・利用等を希望する者の動向

に注視するべく、相談事業所等に対し積極的に取り組みを推進します。 

・予算管理の徹底とコスト意識の向上に取り組みます。 

② 業務管理体制の充実 

・法令遵守（コンプライアンス）を徹底します。 

・法令遵守責任者の下、法令遵守の徹底に務めます。 

・事業所ごとに、自主点検票に基づく自主点検を１回以上実施します。 

③ 法人内の情報共有を徹底します。 

・法人内会議を定期的に開催し、情報の共有と意思疎通の徹底を図ります。 
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(４) 新規事業の計画と中長期計画の策定 

 介護・障害福祉などサービス事業の現場においては、人口構造の大きく変化

する中、深刻な人手不足となり、人材確保が極めて厳しい状況と言わざるを得

ない状況が続いております。 

また、人口減少が加速する地域においては、高齢化の進行や核家族化、地域

との繋がりの希薄化など、複合的な要因が絡み合っております。 

そうした環境下においてサービス事業者においても、人材不足によるそれぞ

れのサービス利用者の選定や取り合いなどにより事業所の運営も大変厳しい経

営状況が続くことから、将来的にも持続されるためにも、今後は、社会福祉法

人として社会福祉事業の財源の確保するため、公益性並びに収益性等を踏まえ

地域に根差した新たな事業展開を計画しつつ、そのための基盤整備について、

中長期計画な視点に立ち、社会情勢の変化に応じた「中長期計画の策定」の策

定に向け事業内容等について、検討を進めます。 

 

３ 本年度の実施事業 

令和８年度は、次のサービス事業を推進していきます。 

＜介護サービス事業＞ 

(１) グループホームひだまり（共同住居） 

〇 認知症対応型老人共同生活介護事業  定員 18人 

・利用見込数  開所日数 365日、年間延べ ６，４２０人 

・運営協議会  ６回開催 

・外部評価   １回実施 

(２) デイサービスセンターひだまり（通所事業） 

〇 地域密着型通所介護事業       定員 10人 

・利用見込数  開所日数 241日、年間延べ ２，４１０人 

・運営協議会  ２回開催 

＜障害福祉サービス事業＞ 

(３) 障害福祉サービス事業所稚内第一木馬館（通所事業） 

〇 事業所は令和７年１月 31日付休止としております。 

(４) 多機能型障害福祉サービス事業所手作り工房どーなつ（通所事業） 

〇 就労継続支援Ｂ型事業   定員 20人  

・利用見込数 開所日数 241日、年間延べ ２，８９２人 

・就労支援事業 菓子製造販売、厨房作業、受託清掃等の業務を継続し利用者

工賃の向上を目指します。 

〇 生活介護事業、基準該当デイサービス事業  定員 20名 

・利用見込数  開所日数 241日、年間延べ ３，３７４人 
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(５) 生活介護センターあん（通所事業） 

〇 生活介護事業  定員 20人 

・利用見込数  開所日数 241日、年間延べ ４，３８８人 

(６) メゾン木馬館（共同住居） 

〇 共同生活援助事業  定員 34人 

〔住居ごとの定員〕 

メゾンひだまり  １０人 （年間延べ ３，６３３人） 

メゾンまーや   １０人 （年間延べ ３，５６５人） 

メゾンはまなす   ８人 （年間延べ ２，８３５人）  

メゾンしおみ     ６人 （年間延べ ２，１０８人） 

・利用見込数  開所日数 365日、年間延べ １２，１４１人 

 

４ 法人の運営体制 

(１) 評議員会 評議員７名 

（任期４年 （任期 令和 11年度定時評議員会議終結の時まで）） 

○ 評議員会議は２回の開催を予定します。 

・定時評議員会議 令和８年 ６月（決算報告、理事・監事の選任、他） 

・臨時評議員会議 令和９年 ３月（新年度事業計画・予算、他）、 

・その他必要に応じ開催 

 

(２) 理事会 理事６名 

（任期２年（任期 令和９年度定時評議員会議終結の時まで）） 

○ 理事会議は５回の開催を予定します。 

・第１回理事会議   令和８年 ６月（決算報告、他） 

・第２回理事会議   令和８年 ９月（法人業務執行の決定、他） 

・第３回理事会議   令和８年 12月（法人業務執行の決定、他） 

・第４回理事会議   令和９年 ３月（新年度事業計画・予算、他） 

・その他必要に応じ開催 

 

(３) 監査 監事２名 

   （任期２年（任期 令和９年度定時評議員会議終結の時まで）） 

○決算監査１回、定期監査４回の実施と理事会議への出席を予定します。 

・令和７年度決算監査 令和８年 ５月 

・第１回定期監査   令和８年 ５月 

・第２回定期監査   令和８年 ８月 

・第３回定期監査   令和８年 11月 

・第４回定期監査   令和９年 ２月 

・その他必要に応じ臨時監査 

 


